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1. はじめに

1 9世紀初頭、 イギリス(fておふいてベノレとランカスター任よって考案されたそニトリプノレ‘ γス

テムが、今日の学級による一斉教授方式の鴨矢とされていることは、すで陀多くの人の知るとと

ろである。その後、時代が下るととも児学級による教授はプロシアの教育制度陀沿いて定着、発

展し、さら Kアメリカ合衆国をはじめとして広〈世界κ普及していったのであるO そして、技国

(!L ;}，.いては、明治 24年の文部省令「学級編詰IJ等ニ関スノレ規員iJJによって学級の概念、が確立し、

学級は「一人ノ本科正教員ノー教室ニ於テ同時二教授スベキ一団ノ児童'7mγタノレモノニシテ、
従前ノ一年級二年級ノ如キ等級フ云ブニアラズ」と規定される陀主ったのである。そして、との

後就学率の上昇ともあいまって学殺による一斉教授方式は一般K定若し、今自児玉三つては、 「学

級とは伊jであるか、学級による授業はどうしてすべての:芋校陀沿いて一様に見られるとととなっ

ているかKついては、とれを問題とすることがないほど日常化している①jのであるO 学校とい

った場合、一一般には、い〈つかの学級κ子どもが分けられ、そとVC:jγいて授業が行なわれている

様子がイメークされるほど、学級による教育が学校め主要な形となっているのである。とのよう

に学級の成立、発展の歴史に近代学校の成立、発展を読み取るととができるのであるo そして、

学級の本質を追求することは、そのまま近代学校の性格そのものを解明する糸口である、と言フ

ても決して過言ではないであろう。

このような学級の歴史的変遷を九どるならば、今日の状況は、その発生当初にくらべ想像もつ

かないほど充実、発展したものと考えられるのである。しかし、反面、現代の学校教育が、

Vて変化していく社会の諸状勢にうまく対応できなくなっている、と指摘されて久し L、。そして、

学校教育の問題をめぐって、とれほどまでK人々の間で論議される乙とは、これまで例のなかっ

たととと忠われる。産業構造の変化が以前Vてもまして人々の教育陀対する関心を高める結果Kな

ったようであるが、その関心が学校教育の欠陥陀集中しているととろ陀今日的な教育の問題があ

ると忠われる。授業について行けず「落ちとぽれJてL、〈子どもの問題。その背景として、個人

差を無視した画一的な一斉教授方式の問題及び教師の教授能力、児童掌握能力などの教育力の低

下の問題。また、組織的な活動を組んで教育効果を高めるととのできない問題。そして、子ども

をめぐる教師と親の種々のトラブノレ陀関する問題。等々、ちょっと考えるだけでもかなりの数の

問題があげられるであろう。 ζれら種々様々な問題は広範κわたり、しかも複雑κ絡みあって、
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その解決を関難にしているのである。そのような状態Vてあフて注目を要すべきととは、それら問

題の発生する場所を考えてみた時、一定数の問題が学校を構成している学級及びそこに関連した

部分(!Cjら屯いて生じている ζとであるO 学校児対する批判は、何らかの形で学級花関連していると

とκ注自しなければならないのである。まさ花、問題は学級Kむいて存在し、また、そとから他

κ波及している、と考えてよいであろう。

2 とれまでの学級K対する研究の問題点

tJii述のように、様々な問題が学級やそれを取りまく所で発生しているのであるが、その問題解

決に際し、とれまでの学校経営研究や学級経営研究が十介にその役割を果しているとは言えない

状態にあることを指摘しなけれ{ずならなL、。

その原因の究明氏ついては、詳細な分析を必要とすると患、われるが、その一つ氏、教育事象を

経営学的な視点から考察する研究の「前提的諸問題②Jがまだ十分に整備されていないことをあ

げる ζとができょう。例えば、学校経営、学級経営というそれぞれの研究対象、領域、性格など

がかならずしも明峰陀されていないととである。経済的な要因v，ζよって成立した学級の子ども達

の柴田を教育的な集団Uてまで高めようとする学級担任教師の教育活動を学級経営と称し、一つの

研究対象托したととが学級経営研究の第一歩であったと考えられる。単級学校の時代は、ぞれが

学校経営の多くの部分を占めていたが、多級学校が成立する托及んで両者の間K相違が見られる

よう vてなったのである。その後、研究の積み重ねはあったもののプリード (Breed，F. S)が

その若「学級編告Ijと経営J (Classroom Organization and Management， 1933)で

「教授方法論と学校経営論とが相互K進出すると学級経営論は母国なき民KなるルそれがあるJ

と学級経営概念の学問的援味さな指摘しているO そのことは、学級経営研究が時代によって学校

経営論と教授方法論との間を揺れ動L、たとr/jてよフて証明されている。そして、現在bてむいても、

研究者の立場K よって位髭づけ、学校・学級経営の概念の規定に椙違が見られる。 r学校経堂」
「学級経営Jとし、うそれぞれの概念を援!床陀したまま、それぞれの名称奇用いる研究も少なから

ぬ数Kのぼっている中で、学校経営と学殺経営の研究を明維に分離し学級V亡命ける教師の活動は

学校経営研究とは一線をi蛮す動向がある一方、学校経営研究の中K学級経営を位置づけて行とう

とする動きも見られる。

このような混乱は、それぞれの研究K微妙な影響を及ほし、その成果の中に少なからぬ歪みを

Jtl.、出すととができるのであるO 一例として、それをとれまでの学級経営論の中花見い出すとと

ができるのである。

まず、これまでの学級経営論が学級内でのみ論じられるととが多〈、他との関連を欠き、学級

外の様々な事象を捨象した形で成立してきたととがあげられる。これまでの学級経営論は、学校

と学殺の関係Kついても、①学校が主であり学級はその下請け的な機関とする、②学級の独自性

が学校児穫先し学校は単児学級の連合体bてすぎ'な¥.，'~③学校と学級は調和した関係にあり、それ
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Uてよって学校教育は成立する、と三者{ζ分類し「形式論的平面上の問題③jと考えるだけで、真

Uて学級問、学校内といフた学校組織全体の中で学殺の経営を位置づけるといった視点花火けてい

たのである。また、学校全体で組織的κ教育効撃を高めていく視点に欠けた学級経営論が多かっ

たのも事実であり、それらは、本来学校の持つ教育的機能をrSB害するような役割苛来したと考え

られなくもなL、。とのような学級経営論にj示いては、 「学殺王国J陀関する問題など托は有効。て

対処できなかったのである。また、教授組織改革の動きの中から生まれた学年経営やティーム‘

ティーチングなどの新しい教育活動K対してはミ学級経営論そのものの存在理由さえ問われかね

ない状況Uてあると言えるである。

さらに、とれまでの学級経常研究は、技術的、万法的な密のみ追求してきたため、理論面、原

:理屈陀むける研究が大変遅れていると三考えられる。特vcr経営jの対象の場となる学殺そのもの
応対する存弘、かけ、原理的な考察を行なう姿勢に欠けているO 学級そのものK対する問いかけを

過して、 「学級経営Jとは何か、学級で行なう「経営Jとは何か、といった考察がこれまで、か

ならずしも十分であったとは言えないのである。

一方、学校*王営研究を見ても、乙れまた問題を含んでL、ると考えられる。学校経常の研究が学

問的K成長・発展する K従って、学級の中の教師と子どもの活動をその研究対象から切り捨てて

いく動向が顕著Kなりつつあるように思われるが、学校経営研究が進むべき方向としては、いさ

さか問題があるよう K忠われるO それは、現在の学校の笑態から見て、学級VC:}，-ける教師と子ど

もの活動とそ学校の本質的教育活動であるがζもかかわらず、これを研究め対象からはずした学校

経営論K疑問を感じるからである。

以上.とれまでの学校・学級経営研究の問題点を指摘してみたが、とれらすべてが学肉体系確

立の未熟さにJ時結すると言フても決して過言ではないであろう。朴竪雨氏の指摘するととく「教

育経営研究の実態と今までの趨勢からすれば、 1)研究の対象や領域、範閤 K関する視角の不一

致、 ii )研究の足場や土台となる用語、概念の混乱、 iii)適格な方法論f内志向の欠除、 iv)研究

の基本的枠組の未定立などの諸問題が横たわっている。したがフて分科科学的考察の基底づけと

いう点からすれば、未だ模索の域をぬけでていないといえよう@Jといった記述は、今日の研究

がたかれている状況を示しているのであるO そのような状況κi泣いて、われわれが果すべき役割

は、 「模索jからの脱出に努力するととにある。

3. 研究の方法

以上のような認識から本研究托むいては、学級を対象として、学校経営研究(f(;}.，.ける学級経営

研究の位置、関連、性格、概念、などを明らか児し、学校革新の叫ばれる現代の学校教育にお・いて、

学級経営研究の理論化をはかる第一歩VとしたL、と考える。そのためV亡、と才L'までの学級経営論が

持っていた脆弱さ、概念の援味きを批判するととも花、その克服を意図するものである。

さら花、学級を i)歴史的領域、 2)行政的領域、:3)財政的領域、 4)教授組織的領域、 5)教
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予言万法的領域、の五つの側面から取り上げ、現代の学校教育児なける学級の問題点、見万を整理

し、学校経営研究κなける学級の位置づけを明確κするととを意図するものであるO

とれまで、学校経営研究の領域κjシける学級児関する研究は周辺的な位置しか与えられてなら

ず、断片的な研;究は見られでも、かならずしも総合的、体系的κ研究されているとは言えない状

態』てあフた。そ ζでは学級をトータノレK分析した研究は余り見られず、学殺による教育の功罪が

一面的Kd命じられることが多かった。つまり、教授組織の研究に:t.¥，、ても、教育史の研究に沿い

ても、それぞれ学級の部分的な解明はあったが、それが学級のすべてを解明しつくしたとは言え

ないのである。学校経営の研究が発展すればするほどその研究は深化し、領域も紹介イじされてい

くのだが、それと問時十亡、細分化された掛究を全体的な立場から総合的K構造化・体系化してい

〈研究も必要bてなって〈るのである。との細分化、統合化といった両者が絡みあうこと陀よって

研究の体系が確立していくものと考えられるのであるO

4 本論の枠組

序 本研究の意義と課題

i 先行研究の成果と限界

(1 ) 欧米氏名ぺする研究のまとめ

(2) 日本に;f，'ける研究のまとめ

日 学級についての考察

(1 ) 歴史的領域

(2) 行政的領域

(3) 財政的領域

(4) 教授組織的領域

(5) 教育方法的領域

(6) まとめ

盟 学校経営研究:(1ておAける学級経営の基本的問題

(1 ) 学級経営研究の問題

(2) 学級経設の概念

(3) 学校経営と学級経営の関係

野 学級経営論の構想、

終 まとめと課題

〈注)

① 海後宗包「学級経言の本質J(宮田丈夫総『学級経営の理論と実践j明治図書昭和 44年)20頁

② 朴 望雨「教育経営研究におサる前提的諸問題J(W学校経営研究』第一巻昭和 51年) 42頁

③ 高野桂-r学校経二重現代化の方法j明治図書 昭和 44年 162頁
④朴翠雨前掲議 42頁
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